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「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
ス
ク
ー
プ
し
た
の
は
、
陸
上
自
衛

隊
幕
僚
監
部
が
監
修
し
た
最
新
版
「
陸
自
教
範　

兵
站
」

（
２
０
１
１
年
１
月
）で
す（
左
写
真
）。「
教
範
」
と
は
自
衛

隊
の
行
動
、教
育
訓
練
を
適
切
、有
効
に
実
施
す
る
た
め
の

い
わ
ば「
教
科
書
」で
す
。

「
戦
闘
力
の
維
持・増
進
が
主
眼
」

―
―
常
に
武
力
行
使
と一体

　
「
教
範
」で
は
、
兵
站
は「
戦
闘
の
終
始
を
通
じ
て
衝
撃

力
を
維
持
・
増
進
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る｣

と
明
記
。常

に
武
力
行
使
と一体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

「
で
き
る
限
り
前
方
、更
に
前
方
、

第一線
部
隊
に
配
属
」と
明
記

　

さ
ら
に「
兵
站
部
隊
は
…
で
き
る
限
り
前
方
で
、か
つ
、主

攻
撃
の
支
援
に
便
利
な
よ
う
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
攻

撃
の
進
展
に
応
じ
て
、こ
れ
を
更
に
前
方
に
推
進
し
、
あ
る

い
は
そ
の一部
を
第一線
部
隊
に
配
属
す
る
」
と
徹
底
し
て

前
方
に
配
置
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

兵
站
を「
後
方
支
援
」と
言
い
換
え
て「
戦
闘
行
為
の
な

い
場
所
だ
か
ら
安
全
」、「
危
険
が
迫
れ
ば
簡
単
に
撤
収
で

き
る
」な
ど
と
説
明
す
る
の
は
、
自
衛
隊
の
教
科
書
か
ら
も

安
倍
政
権
の
ご
ま
か
し
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
「
戦
争
法
案
」で
は
、イ
ラ
ク
戦
争
の
よ
う
な
戦
争
で
、自
衛
隊
が
米
軍
な
ど
に
弾
薬
や
燃
料
の
補
給
、武
器

の
輸
送
な
ど
の「
兵
站（
へ
い
た
ん
）」を
、「
後
方
支
援
」と
言
い
換
え
て
、
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。安
倍
首

相
ら
は
、そ
れ
を「
安
全
だ
」と
強
弁
し
ま
す
が
、そ
れ
と
真
っ
向
か
ら
反
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
陸
上

自
衛
隊
の「
教
科
書
」を
、日
本
共
産
党
の「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」が
入
手
し
ま
し
た（
７
月
29
日
付
け
に
掲
載
）。

日
本
共
産
党
の
新
聞「
赤
旗
」が
ス
ク
ー
プ
!!

戦争法案強行ねらう「安倍政権NO！！」
　「兵たん」こそ、もっとも相手から攻撃の対象に
なることは軍事の常識。「兵たん」こそが戦闘現場
になるのです。それをごまかし戦争法案の強行を
ねらう安倍政権に「NO」の声をつきつけましょう。

自
衛
隊
の
教
科
書
に
明
記
「
後
方
支
援
だ
か
ら
安
全
」は

安
倍
政
権
の
ご
ま
か
し

兵たんは「前方配置」後方支援
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